
Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

パ ネ ル

よ

り

中
国
の

宗
教

研
究
で

は

仏
・

道
を

分
離
し

て

の

実

態
把
握
で

は

真
の

姿
を
歪
め

る

可
能
性
が

あ
る

こ

と

が

指

摘
さ

れ

て

い

る
。

神
・

仏
あ
る

い

は

仏
・

道
の

相
克
に

つ

い

て

文
献
な
ど

を

利
用
し

た

相
互

排
斥
の

歴
史
事

実
の

学
的
解
明
の

必
要
は

言
を
俟
た
な
い

が
、

研
究
者
が

上
か

ら

の

目
線

で

縦
割
り

に

し
か

宗
教
を

捉
え
ら

れ
な
い

の

で

は

幾
つ

も
の

宗
教
や

神
仏

に

関
わ
っ

て

い

る
民
衆
の

宗
教
の

真
の

姿
の

解
明
は

難
し

い
。

中
国
の

宗

教
史
で

み

ら

れ
る
中
国

（

中
夏
V

成
立
の

儒
・

道
と

イ
ン

ド
（
夷
）

由
来

の

仏
と
い

う

構
図
は
儒

仏
道
三

教
交
渉
史
で

は

夷
夏

論
争
な
ど
と

呼
ば
れ

て

い

る
。

日

本
の

神
・

仏
の

相
克
の

研

究
の

ひ

と

つ

と
し

て

の

神
仏
分

離
・

廃
仏
毀
釈
研
究
で

は
、

個
々

の

事
実
解
明
と

と

も

に

背
景
に

あ
る
明

治
維
新
と

い

う
強
く
日

本
を

意
識
し

た

歴
史
変
動
を

念
頭
に

入
れ

た

研
究

が

必
要
で

あ
る

。

パ

ネ
ル

の

主

旨
と

ま

と

め

櫻
　
井
　
治

　
男

　

本
パ

ネ
ル

は

次
の

主
旨
を

設
定
し

て

行
な

っ

た
。

す
な

わ
ち
、

日

本
と

い

う
時
空

間
に

お

け
る

宗
教
現
象
と

し

て

従
前
注
目
さ

れ
て

き

た

研
究
対

象
に

神

仏
関
係
が

あ
る

。

こ

れ

は

神
仏
習
合

、

神
仏
交

渉
、

あ
る
い

は

神

仏
混
淆
と

い

う
表
現
を
も
っ

て、

国
内
の

み

な

ら
ず
海
外
の

宗
教

研
究
者

に

も
関
心
が

持
ち
続
け
ら
れ
て

き

た

テ

ー

マ

で

も
あ
る

。

研
究
内
容
は
多

岐
に

わ
た

る

が
、

神
仏
習

合
に

つ

い

て

見
れ

ば
、

そ
の

現

象
の

発
生
か

ら

展
開
に

い

た

る

歴
史
上
の

課
題、

ま

た

近

世
初
期
の

武
将
に

み

ら

れ
る

神

国
思

想
や

各
種
の

神
道
説
な

ど
思

想
レ

ペ

ル

や

儀
礼
レ

ベ

ル

の

問
題、

あ

る

い

は

個
別
の

寺
社
に

お

け
る
状
況
の

解
明
な
ど
研

究
の

蓄
積
が

重
ね
ら

れ

て

き
た
と

い

う
経
緯
を
も
つ
。

　

神
仏
習
合
は

、

過
去
の

歴
史
的
課
題
だ
け
で

は

な
く、

現
在
に

続
く
現

象
と

し
て

日

本
宗
教
を

特
徴
づ

け
て

き
た
実
態
が

あ
る
が

、

そ

の

習
合
形

態
を
制
度
的
に

区
分
す
る

施
策
が

、

日

本
近
代
の

社
会
変
動、

政
治
制
度

の

変
革
の

な
か

で

採
ら
れ
た
こ

と

も

知
ら

れ
る

と

こ

ろ

で

あ
る

。

こ

の

施

策
を
一

般
に

は

神
仏
分
離、

神
仏
判
然

、

廃
仏
毀
釈
と

呼
ば
れ

る

が
、

近

代
の

宗
教
史
を

論
述
す
る

上
で

は

必

ず
と

い

っ

て

よ
い

ほ

ど、

取
り

上
げ

ら
れ

、

国
内
外
の

宗
教
研
究
に

お

い

て

看
過
で

き

な
い

重
要

事
項
と

な
っ

て

い

る
。

　
一

方
、

近
年、

神
仏
分
離
研
究
に

つ

い

て

再

検
討
が

な
さ

れ
始
め
て

い

る
。

そ
の

特
徴
は
、

神
仏
分
離
を
単
に

神
道
側
や

仏
教
側
の

得
失
的
な

観

点
か

ら

論
じ

る

傾

向
を

脱
却
し
、

こ

の

施

策
が
如
何
に

日
本
近
代
の

宗
教

の

歩
み

を

形
成
し

て

き
た
か

、

ま
た

神
仏
分
離
と

言
わ

れ
る

「

分
離
」

と

は
何
を

意
味
す
る

の

か
、

さ

ら
に

は

そ
の

前
提
と

し

て

位
置
付
け

ら

れ

て

い

る

神
仏
関
係
の

「

習
合
」

「

交
渉
」

「

混
淆
」

と

は

何
か

を

改
め

て

歴
史

的
な

観
点、

あ
る

い

は

神
道

学
や

仏
教
学、

宗
教
学
・

民
俗

学
な
ど

学
術

的
手
法
を
も
っ

て

問
い

直
す
と
こ

ろ

に

あ
る

。

ま

た、

神
仏

習
合
・

分
離

の

内
容
理

解
の

上

で
、

基
本
と
な
る

諸
資
史
料
の

発
掘、

各
地
方
・

各
社

寺
の

実
態
的
な

分
析
研
究
の

必
要

性
が
一

層
認
識
さ

れ
て

い

る
。

　
パ

ネ
ル

の

発
題
は、

 
「

近
世

・

近

代
の

神
仏

関
係
の

位
相
」

（

阪
本

是
丸）
、

 
「

宗
教
都
市
宇
治
山
田

に

お

け

る

神
仏
分

離
の

諸
問
題
」

（

牟

禮
仁
）

、

 
「

近
世
に

お

け
る

神
仏
関
係
−

習
合
と

分
離
1

」

（

澤
博
勝
）

、

 
「

口

本
と

中

国
に

お

け
る

仏
教
と

固
有
の

宗
教
と

の

交
渉
の

比

較
」
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（

河
野
訓）

の

四
名
が

行
な

っ

た
。

阪

本
は
、

神
仏
分

離
以

前
の

「

習
合

形
態
」

の

歴
史
の

多
様
性

、

神
仏
分
離
の

舞
台
に

存
在
す
る

「

宗
教
者
」

た

ち

へ

の

異
な
る

評
価、

す

な

わ
ち
「

宗
教
的
無
節
操
」

と

「

宗
教
的
寛

容
性
」

に

象
徴
的
に

表

出
さ
れ

る

「

日
本
人
の

宗
教
性
」

の

特
徴
を

読
み

解
く

必
要
性
を
指
摘

。

牟
禮
は

、

伊
勢
神

宮
の

所
在
す
る
宇
治

山
田

に

お

け
る

神
仏
関
係
と

分
離
を
探
る

上
で

、

信
仰、

思

想
、

歴
史

・

制

度、

空

間
・

建
物

、

物
象

、

人、

儀
礼
・

祭
儀
な
ど

多
様
な

様
相
へ

の

注

視
と、

そ

こ

か

ら

導
き

出
さ

れ

る

二

つ

の

志

向
性
を
明
示

。

澤
は

、

近
世

国
家
論

や

社
会
論
と

も

結
合
す
る

か

た
ち
で

、

近
年
の

盛
ん
な

近
世
宗
教
史
研
究

の

動
向
を

踏
ま
え、

神
仏
関
係
を

論
じ
る

上

で、

幕
藩
権
力
に

よ

る
宗
教

統
制

、

専
業
思
想
家
に

よ

る

神
仏
理

解、

地

域
社
会
に

お

け
る

神
仏
信
仰

（

行
事）

の

三

つ

の

位

相
を

提
示

。

河

野
は
、

中
国
宋
朝
以
降
の

儒
仏
道

三

教
融

和
傾
向
と

そ
の

中
で

の

道
教
の

優
位

性
と

仏
教

抑
圧
・

廃
仏
な

ど

の

流
れ
を
お

さ

え、

日

本
の

神
仏
分
離
・

廃
仏
毀
釈
研

究
に

お

い

て、

個

別
事
実
の

解
明
と

明
治
維
新
と

い

う

強
く
日

本
を
意

識
し

た
歴

史
変
動
を

念
頭
に

入
れ
た

研
究
の

必
要
を
述
べ

た
。

　
コ

メ

ン

テ
ー

タ
の

鷲
見
定
信
氏
か

ら
は
、

神
仏
分

離
研
究
が

仏

教
研
究

に

お

い

て

専
ら
近

代
以

降
の

テ

ー
マ

と

な
っ

て

い

る

こ

と

へ

の

問
題

性、

仏
教
が

基
層
に

お

い

て

神
道
と

重

層
す
る

点
の

如
何、

カ

ミ

と

ホ

ト
ケ

と

の

関
係
性
の

再
考

、

分

離
状
況
を

具
体
的
に

解
明
す
る

上
で

の

寺
院
本
未

関

係
の

検
証
な
ど

仏
教

側
資
料
の

加
味
の

必
要
性、

民

衆
の

分
離
の

受
容

と

実
態、

明
治
期
神
祇
行
政
に

影
響
を
与
え
た

津
和
野
藩
の

様
相

、

中
国

に

お

け
る

研
究
資
料
の

状
況
と

研
究
の

あ
り

方
な

ど
、

本
パ

ネ
ル

が

掲
げ

る

「

神
仏
関

係
史
の

再
構
築
」

に

対
す
る

貴
重
な

指
摘
や

提
言
が

な
さ

れ

た
。

神
仏
習
合

・

神
仏
分

離
に

お
け
る
神
職
・

僧
侶
の

諸
相

　
　

−
神
仏
関
係
史
再
考

lI

代
表
者
・

司
会
　
藤
本
頼
生

コ

メ

ン

テ

ー
タ

　
佐
藤
眞
人

古
代

・

中
世
の

神
社
組
織
に

お

け

る

神
仏
関
係

加
　
瀬
　
直
　
弥

　
神
社
へ

の

仏
教
組
繊
の

か

か

わ
り

方
に

注
目
し

て
、

神
仏
関
係
を
考
察

す
る

こ

と
は、

そ
の

関
係
が

祭
祀
・

儀
礼
等
の

か

た

ち

で

現
れ

、

具
体
的

実

態
を
つ

か

む
こ

と

が
で

き

る

た

め、

有
効
な

手
段
と

い

え
よ

う
。

そ

の

点
は

、

仏
教

的
神
祗
解
釈
が

数
多
く
な

さ

れ
は

じ

め
、

密
接
な

神
仏
関
係

が

存
在
し

て
い

た
と

考
え

ら

れ

る

時
代

、

す

な
わ

ち

古
代
か

ら

中
世
に

か

け
て

の

神
社
に

お

い

て

も

同
様
で

あ
る

と

考
え

る
。

当
時
の

具
体
的
実
態

か
ら

神
仏
関
係
を
把
握
す
る

手
が

か

り
は

い

く

つ

も

あ
る

が、

本
発
表
で

は、

従
来
に

な
い

形
態
の

神
事
が

行
わ

れ

は

じ
め

る

九

世

紀
か

ら、

古

代
・

中
世
転
換
期
に

当
た

る

十
二

世
紀
に

時
代
を

絞
り、

僧
侶
が

組
織
の

中
核
を

占
め

て

い

た

神
社
二

社
に

焦
点
を

合
わ
せ
、

考

察
を

加
え
る

こ

と

と

し

た
。

　
ま

ず
一

点
目
は

、

山
城
石
清
水
八

幡
宮
に

お

け
る

組
織
的

発
展
過
程
と

神
事
と

の

関
係
で

あ
る

。

石
清
水
宮
は

貞
観
年
間
（
八

五
九
ー

八
七
七）

の

は

じ

め

に

大

和
大
安
寺
の

僧
・

行
教
に

よ
っ

て

豊
前
宇
佐

宮
よ

り
神
霊

を

勧
請
し

創
建
し

て

い

た

が
、

朝
廷
に

よ
り
正
式
に

神
主
が

置
か

れ
た
の

162（1254）
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